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校長 猪 子 雅 司 

 先週、６年生と一緒に修学旅行に行ってきました。６年生の

子どもたちにとって宿泊を伴う学習は昨年のふぉれすと鉱山で

の宿泊学習に続いて２回目となります。そのため、「時間を守る

こと」、「公共の施設を使用する際のマナー」、「個人ではなく

グループで動くこと」など、団体行動の基本をよく学んできてい

る様子がうかがえました。 

 学校から飛び出し、外で学習することには私はとても大きな

意味があると考えています。学校の中というのは子どもたちにと

って様々な制約があります。例えば廊下は右側を歩くこと、机の

上におかれる学習用具の位置が決まっていること、給食の時

間はエプロンを着用することなど、細かなきまりがたくさん決めら

れています。さらにそれが教師の目の届く範囲内で徹底されま

すので、言い方は悪いですが、子どもたちにとっては窮屈な環

境であるといってもいいでしょう。 

 今回の修学旅行の様な学習では、今まで学校や家庭の

中で学んできた学習したきまり・マナー・常識などを、外の世界

で、しかも自分たちが普段接することの無い人や社会の中で

表出できることが求められます。また、困っていること、自分が聞

きたいことについても、黙っていてはだれも助けてくれませんから、

自分から言葉にして相手に伝えなければなりません。たった１泊

２日の旅行ではありますが、家族旅行とちがい、学校で行く修

学旅行には、楽しい思い出のみではなく、きっと子どもたち一人

一人にとって学んだ何かがあるはずです。だからこそこの修学

旅行という行事は学校で、小学校６年生時に行う意味のある

行事なのだろうと考えるところです。 

 

 今回の旅行を経験した子どもたちは、旅行代金や持ち物を

準備してくれた家族の方、宿泊したホテルの方、対応していただ

いた店員の方など、自分達のために力を尽くしてくれた方たちの

姿をたくさん思い浮かべられたはずです。例えば、１日目の昼食

で食べた函館名物の「やきとり弁当」について考えてみましょう。

お弁当をつくってくれた方、販売してくれた店員の方、原材料の

肉や野菜、のりなどの生産にかかわった方、食べ終わった容器

をごみとして回収してくれた方と考えればたくさんの方がお弁当

一つにもかかわっていることがわかります。もちろん子どもたちに

対し、そういう一人一人に感謝の念を持つべきだなどというつも

りはありません。私が言いたいのは、私たちが何かをするにあたっ

て、必ずまわりの方にお世話になっている意識を持つことだけは

忘れてはならないということです。 

 

 ふと、そんなことを考えた時に４年前にこの学校だよりに書い

たある文を思い出しました。当時１年生の子の発言です。今思

い返しても何となく温かな気持ちとなる出来事でしたの、改めて

紹介します。 

 養護教諭がトイレ掃除をしていると、ある子が「トイレを

きれいにしてくれてありがとう。」と言葉をかけてきたそう

です。またその子は、毎日の給食を計画し、調理している

栄養教諭にも「いつも給食を作ってくれてありがとう。」と

よく言葉がけをしてくれるそうです。 

 大変立派なことだと感心しました。「ありがとう」という

感謝の気持ちを伝えられる素直な心にも感心しますが、

「みんなのために」してくれていることに対し、感謝の気持

ちを持つことのできる視野の広さにさらに驚かされます。 

 自分のためにしてくれたことに対し、「ありがとう」と感

謝の気持ちを伝えることはよくあることです。もちろんそ

れでも立派な行為であることに変わりはありません。例え

ば「（自分のために）ブランコを譲ってくれてありがとう。」

「（自分のために）落とした消しゴムを拾ってくれてありが

とう。」などがそうです。 

 しかし、その子は「（みんなのために）トイレをきれいにし

てくれてありがとう。」「（みんなのために）いつも給食を作

ってくれてありがとう。」と自分だけではなく、みんなのた

めにしてくれていることに感謝をしています。 

 きっとご家庭で保護者の方がそのような教育をしている

のでしょうし、本人がその教育に対し、しっかりと理解し、

行動に表せていることを大変うれしく思います。 

 

 まわりに感謝の気持ちをとはよく言われることですが、この出

来事は、気持ちを言葉で表すことによって温かな空気がまわり

を包んでくれた、そんな素晴らしい出来事でしたので再掲いたし

ました。 

 さて、幌東小の最後の６年生による最後の修学旅行が終

了しました。次は最後の学習発表会です。子どもたちの元気な

姿をご近所お誘いあわせの上、ご覧いただけたら幸いです。 

登別市立幌別東小学校  

学 校 だ よ り 
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★体験的な学習活動のご報告★ 

宿泊学習【５年生】 

８月２９～３０日にかけて、

５年生が「ふぉれすと鉱

山」で宿泊学習を行いまし

た。残念ながら天候があまりよくなかったのです

が、川で水生昆虫を探したり、炭火で焼きそばを作

ったりと、貴重な体験をすることができました。５

年生男子６名は皆、「よく学び、よく遊び、よく寝て、

よく食べる」を実践し、充実した楽しい時間を過ご

していました。きっと思い出に残る素敵な時間にな

ったことでしょう。 

修学旅行【６年生】 

 ９月１０～１１日にかけて、６年生が「函館方面」へ修
学旅行に行ってきました。 
 
 
 
 
 
 
 小学校生活最大の
行事を終え、一回り
成長した６年生。この
経験を活かし、残りの
半年間、東小学校の
顔として学校を引っ
張っていってほしい
と思っています。 

温泉入浴体験学習【３年】 

 ９月１７日（火）には、３年生が温泉入浴体験学習を
行いました。地獄谷では、ガイドさんの説明を聞き
ながら見学をさせていただいた
り、「花鐘亭はなや」さんでは、み
んなで温泉に入らせていただい
たりと、貴重な体験をさせていた
だきました。温泉の効果もあって
か、さっぱりとした「いい顔」で帰
ってきた子どもたち。充実した活
動ができたようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆１０月行事予定☆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネット安全教室 

 ８月２６日（月）の６時間目には、KDDI㈱より講師の
先生をお迎えし、４～６年生を対象とした「ネット安
全教室」が行われました。３つの事例をもとにしな
がら、インターネットに接するときの注意点を細か
く教えていただきました。その中で特に印象に残
ったのは、ネット依存についてです。お子さんは、時
間を忘れてゲームを楽しんだり、スマホで動画を
視聴したりしてはいないでしょうか。ネット依存に
ならないためには、「ルールを作ること」と「ルー
ルを守ること」が大切だということでした。今一
度、登別市から出ている「ケータイ・スマホ３つのル
ール」をもとに振り返ってみてはいかがでしょう
か。 
 
 
 
 
 
 

新しいALTの先生 
よろしくお願いします！ 

８月２８日（水）には、 

新しいALTのジゼル先生と 

ジャクソン先生が来られました。 

今年度、東小学校はジゼル先生が担当となり、英語を教

えてくださいます。 

 

 

 

【主な活動と見学場所】 
・摩周丸 ・ハセガワストアの焼き鳥弁当で昼食 
・市立博物館見学 ・五稜郭公園とタワーの見学 
・湯の川温泉に宿泊 ・函館山の夜景鑑賞 
・函館市内の自主研修 ・ラッキーピエロで昼食 
 

 

 

日 曜 給食 学校行事

1 火 〇
B日課５ｈ 　出前福祉講座（４年　３・４校時）
個人懇談②　スクールカウンセラー来校日

2 水 〇
B日課６ｈ
個人懇談③

3 木 〇
B日課５ｈ 　職員会議（１１・１２月行事）
個人懇談予備日

4 金 〇
B日課６ｈ 　持久走記録会（２ｈ）　定時退勤日
個人懇談④

5 土

6 日 ふれあい交流会（鉄南ふれあいセンター）

7 月 〇
学習発表会特別時間割開始　６時間授業（３～６年）
食育出前講座（１・２・５・６年　４・５校時）

8 火 〇

9 水 〇

10 木 〇 照度調査（薬剤師来校１３：３０～）　こぐま号

11 金 〇

12 土

13 日

14 月 スポーツの日

15 火 〇 スクールカウンセラー来校日

16 水 〇

17 木 〇 学習発表会児童公開

18 金 〇

19 土 × 閉校記念学習発表会　特別支援学級作品展（市民会館～２５日）

20 日

21 月 振替休業日

22 火 〇 スクールカウンセラー来校日

23 水 〇 幌小との交流（５年　２・３校時）

24 木 〇 人権教室（３年）　こぐま号

25 金 〇 定時退勤日

26 土 児童館イベント（体育館使用）

27 日

28 月 〇 児童会⑦　世代間交流（３校時　１・２年）

29 火 〇 ふれあいDAY～地域参観日（１～２時間授業公開）

30 水 〇 幌小との交流（たんぽぽ学級）

31 木 〇 研修


